
EDITORS’ CHOICE
基本マスターBASIC 英会話

【本書の特長】

英会話に必要な基本パターン 75を厳選！
社会人のやり直し英会話

▶ 英会話を勉強するからには，すぐしゃべってみたい !　よく使う会話の基本
パターンを厳選し，実用的な例文を多数紹介。丸暗記しても，単語を入れ替
えても，しっかり伝わる大人の英語が話せます。

    著者：大井　正之

    判型：四六判　CD 付き

    定価：1,760 円（本体 1,600 円）　     

ISBN：978-4-87615-266-7     好評発
売中！

＊パソコン，あるいはスマートフォン，タブレットなどで試し読みにご利用ください。



カバーNew.indd   1 12/12/10   12:01



3

はじめに

私たちは会話をする時，まず相手が誰かやこれから何について
話すかを判断し，もっとも状況にあう言葉を選んで口にしていま
す。この一連の流れは，日本語ではスムーズにできますが，英語
となるとそうはいきません。それは，英語は日本語と文の仕組み
が異なるため，文を組み立てるのに時間がかかるからです。しか
し，人と会話をしている時にじっくり考えている時間はありませ
んから，自分の言いたいことをすばやく英語に組み立てる作業が
必要になります。

そんなときに私たちを助けてくれるのが，英語の基本となる文
型です。じつは，英会話に出てくる文の構造は，それほど複雑な
ものではありません。必要最低限の基本パターンさえしっかり押
さえていれば，あとは場面や用途に応じて語（句）を入れ替える
だけで，シンプルでしっかり伝わる英語表現になります。

本書では英語の骨格となる基本文型をガチッと押さえて，いろ
いろな表現ができるようにしました。また，英語圏のネイティ
ブ・スピーカーが普段よく使う言葉や言い回しをふんだんに取り
入れてありますので，どなたでも，すぐに使える生きた英語を学
び，習得できるようになっています。

本書を作成するにあたり，（株）語研編集部の田尻まど香さん， 
武島奈津紀さんにはお世話になりました。厚くお礼申し上げます。

大井正之
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本書の特徴

本書は英会話に必要な基本パターン（文型）を 75厳選し，実用的な

例文とともに紹介しています。本書の大きな特徴は以下のとおりです。

● シンプルなパターン（文型）から順に効率よく学習できる配

列になっています。

● 「見開き完結型」になっているので，読みやすく，ページを

めくるごとに新しい文型をひとつずつ学ぶことができます。

● 基本の使い方から応用まで順を追って進めるように，   

でパターンのレベルを分けています。

● 例文のほとんどが，日常会話で頻出する実用的なフレーズな

ので，丸覚えをしてすぐに使えます。また，入れ替え語（句）

を使っていろいろな英文を自分で組み立てる練習ができます。

● 解説では，難しい文法用語をできるだけ使わないようにして

いますので，英文法が苦手な方，もう一度英語をやり直そう

とする方が楽に読み進められるようになっています。

● 通勤・通学途中などの揺れる電車内でも読みやすいように，

英語の表現はなるべく 2行に分かれないようにしています。

● 付属のCDには，見出し文と  にある例文の音声を収録 

していますので，自然な発音やイントネーションを身につけ

ることができます。

● 本書には基本的な文法や動詞の変化表をまとめた「文法の復

習」ページがあります。基本文法の確認にご活用ください。
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文の基本的なつくりはそのままで，より
多くの表現ができるよう，用途に応じて
入れ替えができる単語や表現を紹介して
います。

本書の使い方

付属CDのトラック番号です。
CDには例文（英文のみ）を収録しています。

このユニットで扱う文型です。

まずは見出し文を声に出して読み
ましょう。

文型の解説と使い方の説明です。

基本パターンをもとに段階を追っ
てバリエーションを学習します。

この Stepで扱う文型を
使った実用的な例文です。
例文の文法解説，使い方，
便利な追加情報も紹介して
います。
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I’m ...　「私は～です」

I’m Yoko Marukawa.
私は丸川洋子です。

I am ...は自分の名前や職業，年齢や状態（忙しい，元気）など「私は～
です」という時に使います。会話では短縮形の I’mをよく使います。

 Step  1  I’m＋名詞 .（私は～です）

 I’m a sales representative.　私は営業部員です。

自分がどんな人である，と言う時には，I’m a＋名詞 .で表します。
名詞の前に付いている a（または an）は冠詞と呼ばれ，「ひとつの，
ひとりの」を意味します。

I’m ...
an engineer（エンジニア） a sales clerk（販売員） 
a banker（銀行員） a consultant（コンサルタント） 
a teacher（先生） a student（学生） 
a stay-at-home mom [dad]（専業主婦［夫］）

 Step 2  I’m＋形容詞 .（私は～な状態です）

 I’m busy now.　私は今，忙しい。
busyは「忙しい」という意味です。まずは自分のことを簡単に説

明できる形容詞をどんどん覚えましょう。

I’m ...
happy（嬉しい，楽しい，幸せな） very tired（とても疲れている） 
in a hurry（急いでいる） bored（退屈している） 
at a loss（途方に暮れている，困っている） sleepy（眠い）
nervous（緊張している） hungry（お腹が減っている）
blue（憂うつな，気分が滅入っている） allergic to pollen（花粉症である）

1

入

q
れ替え

入

q
れ替え

03
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 I’m thirty-two years old.　私は 32歳です。

自分の年齢は，I’m＋数字＋ years old.の形で言い表します。
years oldは省略してもかまいません。I’mの次に notを入れると，
｢私は～ではない｣ という否定文になります。

 I’m glad to meet you.　お会いできてうれしいです。
初対面のあいさつです。I’mを省略して Glad to meet you.とも

言います。

I’m ... to meet you.
happy（幸せだ） pleased（うれしい） 
honored（光栄だ）

 Step 3  I’m＋前置詞＋名詞 .（私は～です）

 I’m from Kurashiki.　私は倉敷出身です。
この fromは「～出身（の）」という意味です。I’m from＋地名 .で

自分の出身地が言えます。最後に in Japanを付けると，「日本の～
出身｣ となります。

 I’m into cooking now.　私は今料理にハマっているんです。
be into ...は「～に熱中して，没頭して」という意味。「～にハマっ

ているんだ」は I’m into＋名詞 .で言い表します。

I’m into ...
soccer（サッカー） jogging（ジョギング） 
karaoke（カラオケ） rock music（ロック）

入

q
れ替え

入

q
れ替え
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2
You are ...　「あなたは～です」

You are a very good cook.
あなたはとても料理上手ですね。

「私」と「あなた」で，人間の会話は成り立ちます。英語では「あなたは」
「あなたたちは」のように，相手が単数・複数どちらの場合でも，代名詞

Youで表します。「～です」にあたる be動詞と呼ばれる部分は areになり， 
「あなたは～ですか」と尋ねる場合は，ひっくり返して Are you ...?とします。

 Step  1  You are＋名詞［形容詞］.（あなたは～です）

 You are amazing.　君はすごいよ。
You are＋形容詞 .のパターンです。an amazing personにする
と「すごい人」となります。amazingの部分をほかの語に入れ替え
てバリエーションを増やしましょう。

You are ...
great（すごい） cute（かわいい） beautiful（きれい） 
smart（頭がいい） right（正しい） wrong（間違っている）

 You are welcome.　どういたしまして。
「ようこそ」「いらっしゃい」と歓迎する時にも，「どういたしま
して」とお礼に対して返答する時にも使える表現です。Thank you.

（ありがとう）→ You’re welcome.の流れで覚えておきましょう。 
No problem.や Not at all.も同じ意味です。

入

q
れ替え

04
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 Step 2  Are you＋形容詞 ?（あなたは～ですか）

 Are you finished?　もうお済みですか。
You are ...の順序を逆にして Are you ...?にするだけで，疑問文
を作ることができます。食事や仕事が終わりましたか，ということ
です。with your foodを後ろに付けると，「お食事はもうお済みに
なりましたか」という意味になります。I’m finished.（もう終わり
ました）も一緒に覚えておきましょう。

 Are you ready?　準備はいいですか。
出かける時，会議やプレゼンの前など，いろいろな場面で使える

表現です。「～の準備はいいの？」という時は，後ろに《for+名詞》
を付けます。例えば「学校の準備はできてる？」と尋ねる時には
Are you ready for school?となります。

 Are you available now?　今，手が離せますか。

available［アベイラボゥ］（〔人の〕手が空いている，応じられる）
は Are you available for the meeting this afternoon?（午後の会
議に出られますか）のように使える便利な語です。「はい，大丈夫で
す」という場合は Yes, I am.，ダメなら I’m afraid not.（すみませ
んが，できません）と返しましょう。

 Are you good at playing sports?　スポーツは得意ですか。
be good at ...は「～が得意だ」という意味です。返事は基本の形

を使った Yes, I am.（はい，得意です）や No, I’m not.（いいえ，苦
手です）だけでなく，Not very.（あまり得意ではない）や I’m OK. 

（まあまあだと思う）も覚えておきましょう。
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27
I can ...　「～できる」

She can swim, but I can’t.
彼女は泳げるけど私は泳げない。

「～ができる」は助動詞 can，「～ができない」と言う場合は can notを
省略した can’tを使います。後ろには動詞の原形を続けます。

 Step  1  I can ...（～できる）

 I can speak English only a little.　
私は英語をほんの少しだけ話すことができます。

only a little（ほんの少しだけ）が，「英語といっても，ほんのちょっ
とですよ。片言です」というニュアンスを出しています。

 I can do without tobacco.　私はタバコなしでも平気だ。

withoutは「～なしで」を意味します。この do without ...は「～
なしですます」という意味で，否定形の can’t do without ...にする
と「～なしではいられない」となります。

 Step 2  I can’t ...（～できない）

 I can make it on Tuesday.　火曜日は都合がつきます。

make itには「都合をつける」という意味があります。相手に都
合を尋ねる場合は，Can you make it next Sunday?（今度の日曜日
でご都合はいかがですか）のように言います。

30
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知っ得！

 I can’t afford a new car.　私には新車を買う余裕はない。

can’t afford ...は「～を買う［持つ／取る］余裕がない」です。

I can’t afford ...
a new computer（新しいコンピュータ）　 
expensive jewelry（高価なアクセサリー）
holidays（休日） 
the rent（家賃）

 I can’t stand that noise any longer.　
あの騒音にはもう我慢できない。

can’t ... any longerは，「もう～できない」ということ。standは
「立つ」のほかに，「～を我慢する」という意味もあります。

 I really can’t thank you enough.　
お礼の申し上げようもありません。

enoughは「十分に」という意味なので，「どんなにお礼を言って
も言い足りない」という場合にこう言います。定型表現なので，こ
のまま暗記しましょう。

I can’t＋動詞（～できない）で，会話が広がる！

can’tは，イギリスでは「カーント」とのばして発音するので誤解することはな

いのですが，アメリカでは「キャント」と言い，終わりの「ト」がはっきりと聞こ

えないことがあるため，canなのか can’tなのかを判断しにくいことがあります。

can’tの時は少し強調して言うようにしましょう。

入

q
れ替え

基本マスターBASIC英会話 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-266-7


66

28
You can ...　「～してもいいですよ」

You can take this umbrella.
このカサを持って行っていいよ。

「～してもよい」という許可，「～することができる」という可能から，
否定文で「～してはいけない」という（軽い）禁止まで，You can ...（否
定文は You can’t ...）で表すことができます。

 Step  1  You can ...（～してもいいですよ）

 You can have this, Susie.　
スージー，あなたにこれを差し上げます。

「これを持っていていいですよ」が「これをあげます」になるわけ
です。もう一つ簡単な表現に，This is for you.があります。

 You can keep the change.　おつりは取っておいてください。
この changeは「つり銭，小銭」という意味で，チップをあげる

時のひと言です。You canを省略して，単に Keep the change.と
も言います。相手におつりを渡す時は，Here’s your change.（はい，
おつりです）と言って渡します。

 You can say that again.　まったくそのとおりです。
「（もう一度言ってもいいぐらい）おっしゃるとおりだ，本当にそ
うだ」と，相手の意見に賛成していることを伝える決まり文句として，
会話でよく用います。ほかに，You said it.という言い方もあります。

31
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 You can use the elevator now. The inspection 
is done.　もうエレベーターを使えますよ。点検は終わりましたから。

inspectionは「点検」という意味です。doneの一言で「済んだ」
ことが伝わります。もし You can’t use the elevator.と言われたら， 
It’s out of order.（故障中）や，It’s under repair.（修理中）という
理由が考えられます。

 Step 2  You can’t ...（～してはいけない，～できない）

 The city hall is on your left. You can’t miss it.　
市役所は左手にあります。すぐにわかりますよ。

missは「～を見逃す，～がいなくて寂しい」といった意味があり
ますが，ここでは前者。can’t missは「（見逃すなんてありえないく
らい）すぐわかる」ということです。

 You can’t tell anyone.　誰にも言っちゃダメだよ。
こちらは「～してはいけない」という禁止を表します。can’tに省
略された notと anyoneで，「だれにも～ない」となります。
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30
Let’s ...　「～しましょう」

Let’s go.
さあ，行こうか。

私たちは日常生活において，親しい友人や同僚，その他いろいろな人に提
案や勧誘をしています。そんな時に言う「～しよう」は，前 unit，Step 2 
の Shall we ...?のほかに Let’s ...で表現します。Let’sは Let usの短縮形
で，後ろには動詞の原形が続きます。

 Step  1  Let’s ...（～しよう）

 Let’s get started.　さあ，始めましょう。
会議や授業の始めによく使われます。Let’s start [begin].と意味
は変わりませんが，会話では Let’s get started.のほうが一般的です。

 Let’s eat out today.　今日は外食にしよう。

eat outで「外で食べる」なので「外食する」となり，よく使う表
現です。Yes, let’s./ Sure.（うん，そうしよう）や，No, let’s not./  

I’d rather not.（いや，やめておこう），または I don’t feel like going out. 

（外出する気分じゃない）などと答えてみてください。

 Let’s take a nap.　昼寝でもしよう。
take a napは「昼寝する，仮眠を取る」という意味です。

 Let’s meet at eleven o’clock in front of the 
station.　11時に駅前で会いましょう。

この「（場所）で～時に会いましょう」は便利な表現です。時刻と
場所を取り替えて使ってみましょう。in front of ...は「～の前で」
という意味です。frontは［フロント］ではなく［フラント］と発音
します。

33
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知っ得！

 Step 2  Let’s ...のバリエーションを使ってみよう！

 Let’s wait and see, shall we?　しばらく様子をみてみようか。

Let’s ...の文に「～しましょうか」というニュアンスをさらに加え
るには，後ろに shall we?を付けます。Let’s ...と Shall we ...?は
同じ意味なので，こうした形（付加疑問文）で一緒に使うことがで
きます。答え方は，Let’s ...の文と同じです。

 Let’s not spend too much money.　
あまりお金を使わないようにしよう。

Let’sの後ろに notを付けると，「～しないようにしよう，～する
のはよしましょう」となります。返事は，Right.（そうだね），Okay. 

（わかった），Sure.（もちろん）などがあります。

誘いを断る時は理由も言おう！

Let’s ...（～しよう）という誘いを断る場合，単に No, let’s not. とだ

けでは冷たく聞こえるので，I’m very busy.（とても忙しいのです）や， 

I have to go out with my wife today.（今日は妻と出かけなければなりません）

のように，「断る理由」を付け加えるようにしましょう。
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35

入

q
れ替え

39

What’s ...?　「～は何ですか」

What’s that?
あれは何ですか。

What（何を），Who（誰が），When（いつ），Where（どこで），Why（な
ぜ），How（どのように）の，いわゆる 5W1Hと呼ばれる表現の一つです。
What＋ be動詞＋名詞［代名詞］?で「～は何？」と尋ねることができます。

 Step  1  What’s＋名詞 ?（～は何ですか）

 What’s your phone number?
あなたの電話番号は何番ですか。

電話番号を聞く定番表現です。phone numberを addressにすれ
ば住所を，e-mail addressなら Eメールアドレスを尋ねる表現にな
ります。

 What’s the name of this song?　この曲のタイトルは何？
What’s the name of ...?は，物の名称，タイトル，店名などを尋
ねる表現です。

What’s the name of ...?
the TV show（テレビ番組） the movie（映画） 
the book（本） the game（ゲーム） 
the shop（店）
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 Step 2  What’s ...?を使った慣用表現

 What’s going on here?　どうしたんだい？

「どうしたの？」や「何やってるの？」と尋ねる定型表現です。 
Is everything all right?も「大丈夫？」と聞くのにいつでも使える
表現です。明らかに困っていたり，身体の具合が悪そうな人に対し
ては，What’s the matter?やWhat’s wrong?（どうかしましたか）
という言い方もあります。

 What’s the time?　今，何時ですか。
What time is it (now)?と同じ意味の表現です。これに対して，

It’s three o’clock. It’s tea time.（3時だ，お茶の時間だね）のよう
に答えます。

 Step 3  What’s ...?のバリエーションを使ってみよう！

 What’s she like?　彼女はどんな人？
「～のような」という意味の前置詞 likeが付くと，「～はどのよう
な感じ？」と様子や人柄などを尋ねることができます。この表現は
人以外にも使え，What’s Canada like in winter?（冬のカナダはど
んな感じですか）のように言うこともできます。

 What’s he here for?　彼はいったい，なんでここにいるんだ？

What ... for?で「何のために」です。What’s that for?なら，「そ
れは何のためのものなの？」，What are you doing it for?なら「あ
なたは何のためにそれをやっているの？」となります。
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37
How’s ...?　「～はいかがですか」

How’s your mother, Brian?
ブライアン，お母さんは元気？

Howは「どんな～？」「～はどう？」と，様子・健康状態・天候・景気
などを聞く時に使う疑問詞です。How are you?は「お元気ですか」と相
手の様子を尋ねる表現で，返事は Great, thanks.（元気だよ），Not bad. 
（まあまあかな），や I have a cold.（風邪ひいちゃった）など，いろいろ
あります。その後に (And) You?と聞き返し，会話を続けましょう。

 Step  1  How is ...?（～はいかがですか）

 How is your family?　ご家族のみなさんはお元気ですか。

定番のあいさつ表現です。How isを短縮して，How’sとも言い
ます。返事には theyを使って They are fine.（元気だよ）のように
答えます。

 How’s it going?　調子はどう？
「元気？調子はどう？」という意味。How’s everything? や

How are things?とも言います。返事は Fine, thanks.（元気だよ），
Same old, same old.（相変わらずだよ），Not bad.（まあまあかな）
などがあります。

 How’s the weather today?　今日の天気はどう？
「晴れ」なら It’s fine.もしくは簡単に Fine.と答えましょう。

clearは「雲ひとつなく晴れている」，sunnyは「日が照っている」
という時に使います。It’s cloudy.（曇りです）や It looks like rain.

（雨になりそうです）なども状況に応じて使ってみましょう。

41
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 How is your chicken?　チキンはどう？（＝おいしい？）
食事のとき「～はおいしい？」と尋ねる時に使います。It’s great. 

Do you want some?（おいしいよ，ちょっと食べる？），It’s OK. 

（まあまあかな），It’s not so good.（あんまりおいしくない）などの
返事があります。

 Step 2  How was ...?（～はどうでしたか）

 How was your vacation?　休暇はどうだった？
be動詞の isをwasにすると，過去の出来事の感想を尋ねることがで

きます。返事は「楽しかった」なら It was fun.や I had a great time.， 
「まあまあ」ならIt was OK.などがあります。How did your vacation go? 

も同じ意味の質問になります。

 How was your trip to Hokkaido last week?　
先週の北海道旅行はどうでしたか。

trip to＋地名で「～への旅行」になります。返事はひとつ前の 

It was fun.（楽しかった）などを使って答えましょう。ちなみに「お
土産」は souvenir［スーベニァ］と言います。

まだまだある「元気？，調子はどう？」という意味の英語表現。

How are you?やHow’s it going?のほかに，友達同士ではWhat’s up?と

も言います。大阪弁の「もうかりまっか」は英語で言うと，How’s business?

となります。

知っ得！
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53
I’m sorry (that) ...　 
「～を申しわけなく思う，残念ながら～です」

I’m sorry I’m late.
遅くなってゴメン。

sorryには，「すまないと思って，申し訳なく思って」と，「残念に思っ
て，気の毒に思って」の意味があります。親しい間柄では，I’mを省略し
た Sorry.も使います。謝っている相手に「いいんですよ」と答える場合には，
That’s all right.や That’s OK.などがあります。

 Step  1  I’m sorry but I can’t ...（残念ですが［すみませんが］～
できません）

 Can you help me?
 ― I’m sorry, but I can’t help you now.　

手伝ってくれる？―ごめんなさい，今ちょっと手伝えません。

手伝えなくてゴメン，という時に。I’m sorry, but I can’t.（申し
訳ないけどできないんです）とも言います。

 I’m sorry, but I can’t meet your needs.　
申し訳ございませんが，ご希望にそいかねます。

ここのmeetは「（要求・希望など）に応じる」という意味です。
I can’tのところをwe can’tにすると，「当社は，当店は」の意味が
出ます。

 I’m sorry, but I’m having some company this 
afternoon.　ごめんなさい，今日の午後はお客さんが来るんです。

have companyで「来客がある」という意味です。相手の誘いや
依頼を丁寧に断る場合には，このように理由を添えて言うとよいで
しょう。

58
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 Step 2  I’m sorry (that) ...（～してすみません，～を申し訳なく
思う）

 I’m sorry I didn’t answer your call.　
電話に出なくてごめんね。

answer one’s callは「～からの電話に出る」です。この後ろに 

I was in the middle of something.（ちょっと手が離せなかったんだ）
と理由を続けましょう。

 I’m sorry to have kept you waiting.　
お待たせしてすみませんでした。

人を待たせた時の定型表現です。丸ごと覚えておきましょう。文
の最後に so longをつけると，「長い間待たせてすみません」になり
ます。I’m sorry to keep you waiting.にすると，「（今）待たせてて
ごめん」という感じになります。

 I’m sorry to have troubled you so much.　
いろいろとご面倒をおかけして申し訳ありませんでした。

troubleは「～に迷惑をかける」という意味で，例文は日本語の
「お手数をかけました」にあたります。お世話になった人にこう言い，
その後に Thank you for everything.（いろいろありがとうござい
ました）を加えましょう。

「お気の毒に」という意味の I’m sorry.

I’m sorry.には「気の毒に思う」という意味もあります。何か悪いニュースを聞

いて「それはお気の毒ね」と言う時に I’m sorry.を使います。よく使われるもの

に I’m sorry to hear that.（それはお気の毒に）という表現があります。

知っ得！
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文法の復習

日本語では，主語を省いても，言葉の順序を入れ替えても，多くの場合
意味が通じます。しかし英語では，ほとんどの文が基本的に主語＋動詞で
成り立っており，この順序を変えたり，主語を省略したりすることはでき
ません。はじめは窮屈なルールのように感じるかもしれませんが，決まっ
た型に単語を当てはめていけば，きちんと伝わる文を作ることができます。

品詞の種類
� 名詞  

人やモノの名前のことで，dog（犬）のように数えられる名詞と
water（水）のように数えられない名詞があります。数えられる名
詞には単数形と複数形の区別があり，単数形は前に冠詞の aまたは
anを，複数形は語尾に sを付けます。

winter（冬）　a bicycle（1台の自転車）　
three pens（3本のペン）

� 代名詞  
名詞の代わりになる語で，主に this/ these（これ［ら］）や 

that/ these（あれ［ら］）のように物事を指す指示代名詞と，人に関
する人称代名詞があります。

I want this.　（私はこれがほしい）

That is Tom’s house.　（あれがトムの家だ）
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◆ 人称代名詞 ◆

単複 人称

主格

「～は」

（主語になる）

所有格

「～の」＊ 1

（名詞の前に付く）

目的格

「～を／～に」

（動詞の目的語になる）

所有代名詞

「～のもの」＊ 2

再帰代名詞

「～自身」＊ 3

1人称
（私）

I my me mine myself

2人称
（あなた）

you your you yours yourself

単数 3人称
彼

彼女

それ

he his him his himself

she her her hers herself

it its it - itself

1人称
（私たち）

we our us ours ourselves

複数
2人称

（あなたたち）
you your you yours yourselves

3人称
（彼ら）

they their them theirs themselves

＊ 1　本文解説中の one’sは，文脈の人称に合わせて適当な所有格（所有冠詞）を入れます。
＊ 2　具体的な人名＋「～の（もの）」という場合は，-’sとします。
＊ 3　本文解説中の oneselfは，人称に合わせて適当な再帰代名詞の形に変化させます。

� 動詞  
文を作るためのもっとも重要な要素です。be動詞と呼ばれる動詞
は，主語と動詞の後ろに続く語を「（主語）は～である」というよう
に，イコールの関係で結びます。それ以外の一般動詞と呼ばれる動
詞は，主語の具体的な動作や状態を表します。

John   is   an American.　（ジョンはアメリカ人だ）
 主語 be動詞
 ＝

He  buys  a book.　（彼は 1冊の本を買う）

 主語 動詞
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